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要    約 

 果実発育中の気象要因と開花から収穫までの日数との関連について調査し，トンネル被覆栽 

培による熟期促進と雨よけによる結実安定効果について検討した． 

１．開花から収穫までの日数に影響を与える気象要因としては気温の影響が大きく，満開期～ 

 硬核期（満開後 30～40 日）までの温度を高く経過させると熟期が促進された． 

２．棚栽培のスモモにおいては，棚上にトンネル型被覆施設を設置し満開直前～満開後 40日程 

 度被覆することにより慣行栽培に比ベ４～５日程度の熟期促進が可能であった． 

３．トンネル被覆を開花直前から行うと，開花期の降雨による着果率の低下を防ぐことができ 

 結実安定が図られた． 

４．トンネル栽培を部分的に経営に取り入れることにより，熟期促進による有利販売性の向上 

 と熟期拡大による収穫期の労働分散が可能になるとともに，開花期の降雨遮断によって結実 

 率が向上し，安定生産が可能になった． 
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